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語の漢字仮名並列表記は有用か

語彙教育とのかかわ りにおいて

大 島 中 正

1.は じ め に

日本 語の表記 の特徴 の一っ として,個hの 語の表記 に幾通 りかの表記法 が存在す る

ことを あげ ることができる。 ある語 を漢字 で書 くか仮名で書 くか,漢 字で書 くとすれ

ぼ どの漢字を用い るか,仮 名で書 くとすれ ば平仮名か片仮名か・送 り仮名を必要 とす

る場合 にはそれを どこか ら送 るか,な どとい った ことに表記主体 の表記意識が働 く。

佐竹秀雄(1980)は 次の5種 類の表記意識を あげている。

A正 誤 に関す る意識

B標 準化に関する意識

C表 記効果 に関する意識

D表 記効率 に関す る意識

Eそ の他(好 悪 ・美醜 など)

例 えぼ次 の①～⑤ の下線部 は,い ずれ もCの 「表記効果 に関す る意識」が働いた例

であ る。特殊 な表記形式 によってなんらか の表記効果 をあげよ うとしてい るのである。

① 火 と言語 の使用が,人 間を他 の動物か ら区別 した ことは衆 目の見 るところで

あ る。生涯 で最 大のイベン トである愛 の告 白です ら言語 によ ってい る。情報化

社会で生 きて行 くために最 も強力 な武器 となるの も言 語であ る。 コンピュータ

も言語。広告 コピー も言語。 シンガー ・ソングライターも劇画 の作家達 もみん

な言語,ゲ ンゴ,げ ん こ,GENGO… 一。(噺 訂版 当節お もしろ言語学』

の 「はしが き」)

② 野菜 は薬 よ り"ク ス リ"だ(VegetaNo.261990年6月 号)

③ 私が お親 し くしてい る芦屋病院の院長夫人 が,二 子 さんのご縁談を持 って来
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て下 さ ったの,そ うした ら相子 さん った ら,い ろいろ とお鐶談 が ございます の

で,そ の方面 ㊧こ とは私が一切を取 り仕切 ってお承 りする ことになってお りま

す と,横 か ら出て来 て,て 略)(華 麗 な る一族(上)33ペ ージ)

④ ああ∵`笑悲税"(1989年10月2日 読売新 聞夕刊)

⑤ 警 「実物 と像の問におけ るフ ィー ド・ミックを経 て,そ れは直観像 とか,残 像 と

い うよ り,想 像心象 に等 しい特性 を もっ ものに転化 してい ると言え る で し ょ

う」

「そ うそ うしんし ょう?」

またまた新 しい言葉 の登場 に,味 沢 は面喰 った。(野 性 の証 明273ペ ージ)

① と② は,一 般的 ・標準的表記形式(① は 「言語」,② は 「薬」)と 非標準的表記形式

とを同一文 中に併せ用い,読 み手に両者 を対 照 させる ことによって,表 現効果を あげ

るこ とをね らった もので ある。②は,「 薬 」 と 「クス リ」 とい った書 き分けに よって

多義語/ク ス リ/の 原義 と転義 とを表 そ うとした ものである。表記形式を変え ること

に よって特定の文脈 におけ る語義を指定 しよ うとす る点では,③ の 「お覊 護」に通 じ

る ところがあ る。筆考 は以前 にこの よ うなル ビ付 き表記形式を 「漢字仮名並列表記形

式(以 後,略 して 「並列表記」 とよぶ。)」として とらえ,表 記主体 の表記 目的を基準

にその分類 を試 みた ことが ある1)。/オ ハナ シ/と い う語 を表記す るのに 厂お話」 と

せず に 「お縁談」 とす ることに よって,こ の文脈 における/オ ハ ナシ/の 語義が特定

化 され る。①～⑤の中で最 も一般性 ・標準性 に欠 けるのは④の 「笑悲税」であ る。 こ

れはJUG文字 とよばれ るものである。玉村文郎(1983)に は,「 ル ビ付 きは表記の二重

性 とい う点 で,懸 文 字 と連続 する ものである。た だ,懸 文字が潜在 的であ るのに対 し

て,ル ビ形式 は顕在 的である とい う点が異 なるのである。」2)とい う指摘 があ る。⑤ は,

語 とい うよ りはむ しろ文 の表記の問題であ る。意味不明の言葉 を耳に して問い返 して

いる文であ るか ら,漢 字で 「想像 心象?」 と表 記するわけにはいかない
。

日本語の没 正書法性は,正 書法 の確立 している言語 を母語 とす る者が 日本語 を学ぶ

ときに,あ る種の抵抗感や異和感 を覚1る ものであ る。 日本人に とって も,こ の没正

書法性が同一表記主体 が同一文章中で不用意に も同一の語を別表記 に して しま った り
,'

あ る語を どう表記すれば よいか苦慮 しなけれ ぼな らなか った りす る原因 になるのであ

る。 ところが,そ の反面,あ る漢字 を忘れ て しま った り記憶が不確かで あった りす る
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場合 には,一 般性 ・標準性か ら逸脱 はす るもの の,と にか く別の文字(た いていの場

合 は片 仮名であろ う。)で 間に合 わせ る ことも可能 になるのであ る。 さらには,先 に

あげた諸例の ごとく,表 記効果 をあげるた めに没正書法性が積極的 に利用 され ること

もあるのであ る。

本稿 では,ど んな性格 の語 を表記す る際 に並列表記が採用 され るのかを,他 の直列

表 記の ことを も念頭に置 きっ っ考察 し,並 列表記が 日本語を母語 とす る者ばか りで な

く日本語ので きる(或 いは 日本語 を学習 中の).外 国人 に とって も有用か否か,私 見を

述 べたい。

なお,並 列表記 にっいては大島中正(1989)を 参照 していただけれぼ幸 いであ る。

なぜ,「 振 り仮名付 き表記形式 」 とか 「ル ビ付 き表記形式」 とよぼず に 「並列表記」

とよぶのか。その理由のみを簡単 に述 べてお こう。本文中 の漢字表記部分 に対 して,

「振 り仮名」や 「ル ビ」のよ うな特定 の名称が ないことか らも分か るよ うに,従 来は

「振 り仮名」 とか 「ル ビ」 とよばれ る仮名表記部分 にっいて考察 され るこ とがほ とん

どで,本 文中の漢字表 記部分 にっいて とりあげ られ るこ とは,あ ま りなか ったのでは

ないか と思 う。仮名表記部分 と同様 に漢字表記部分 も考察 の対象 とす る必要が ある。

漢字表記部分 と仮名表記部分 の両者を対等 に とらえる ことによってはじめて,い わゆ

る 「ル ビ」 のない ものを直列 表記 として とらえ直 す ことが で き,先 に例示 した よ うな

特殊 な直列表記 と並列表記 との連続性を もとらえる ことが で きるよ うになる もの と考

える。

2.同 表 記 別 語 の並 列 表 記

どの言語 において も語を文 字 によって視覚化す る場合 には,語 とその表記形式 との

間 に1対1の 対応関係が成 り立っ ことが理想的 である。 しか し,日 本語 においては,

前節 で述 べた ごと く没 正書法 性があ り,し か も本節 で とりあげ るよ うな同表記別語が

存在す るのである。 日本語を母語 とす る者 と日本語 ので きる外 国人 との別を問わず,

没 正書法性 は書 き手を悩 ませ,同 表記別語 の存在 は読 み手 を迷わせ る。

次の⑥～⑩ に見 える並列表 記は,あ る語 を漢字 と仮名 の2種 類 の文字 で並記す るこ

とによって,そ の語の標準的 ・o,的 な表記形式 を示 し,同 時 にその語形 を指定 しよ

うとした ものであ る。
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⑥ 「どないした もんや ろ。村中に知れた ら大事 やで。 ウメはす ぐに親許 へ返 せ

やQ話 はそれか らや」(紀 ノ川102ペ ージ)

⑦ 「春水 も種彦 も,あ いっ らは 自分の作物 がすべてなんだ。(略)亅(名 主 の裔

209ペ ージ)

⑧ 「(略)こ の節 はお寺 まい りに も大変な 日日がかか りま しょ。(略)」(三 婆

192ペ ージ)

⑨ 「(略)江 戸が東京 に変わ って こっち,ろ くなことがない」(名 主 の裔112

ページ)

⑩ 「兄さんはまだ東京 やてなあ」(紀 ノ川196ペ ージ)

表記 主体 が,こ こに例示 したよ うな並列表記を採用 した過程を,/オ ーゴ ト/の 場

合 を例 に して再 現 してみよ う。

〈1>表 記 したい語 は/オ ーゴ ト/で あ る。

↓

〈2>/オ ーゴ ト/の 表記形式 としては 「おお ごと」,「 オ ーゴ ト」,「 大事」

な どが考 え られ る。

↓

〈3>「 おお ごと」を採用す ると,前 の文節 との切 れ 目が分か りに くくな って

読 みづ らい。

↓

〈4>「 オー ゴ ト」 か 「大事」であ ると,両 老 ともに文節分割の機 能があ って

よい。

↓

〈5>特 別な表記効果をあげる ことを狙 っているわけ ではないので片仮名表記

「オ ーゴ ト」を採用する必要 はない。

↓

〈6>し たが って,一 般的 ・標準的な表 記 「大事 」を採 用する。

↓

〈7>と ころが,「 大事」は別語/ダ イ ジ/を 表記するのに も採用 され うる表

記 である。
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↓

〈8>よ って,並 列表記 「大事」を採用す る。

⑦ の 「作物」 は/サ クモツ/・/サ クブツ/を 表記 す るために,⑧ の 「日日」は/ヒ ビ

/・/ヒ ニチ/・/ニ チニチ/を 表記す るために,そ れぞれ採 用 され うる表 記形式である。

⑨ の 厂東京 」,⑩ の 「兄さん」 にっい て も同様の ことが言sる 。 しか し,⑥ の 「大事」,

⑦ の 「作物 」,⑧ の 「日日」 は,日 本語 に習熟 してい る人間 ならば,共 起語や文脈に

よ ってその語形 を判別す る ことが で きる。 できなけれぼ ならない と言 って よいか もし

れない。 もっとも 「日日の努 力が 実 を結 んだ。」 の 「日日」 などは/hibi/と も/ni・

cinici/と も読 めるが。⑩ の 「東京」は歴史的 な知識がなければ/toV'kyoV'/と 読 ん

で しま うであろ う。 ⑩の 「兄 さん」 も直列表記 され ている限 りにお いては/niv'san/

としか読 めないで あろ う。同 じく同表記 別語 とは言 って も,共 起語や文脈 を手がか り

に して,そ の語形が特定で きるもの とそ うでない もの とが あるのである。

この種の並列表記 は,漢 字 による語表記 の限界を克服す るための もの である と考 え

られ る。

3.方 言,隠 語 な どの 並 列 表 記

本節 では,漢 字表 記にな じまない性格 の語(方 言,隠 語 な ど)の 並列表記 をと りあ

げ る。前節 とは別種 の,漢 字 による語表記 の限界 とその克服法 とを見 るこ とになろう。

⑪ 「え らい ことにな りそ うなの。 また戦争や ろかいの」(紀 ノ川63ペ ージ)

⑫(略)阿 呆 な男や といはれ ま して も,な んの返答 もござ りませぬ。(お はん

19ペ ー ジ)

⑬ 「いえ,も う と小さい山のよ うでござい ます よし」(紀 ノ川21ペ ージ)

⑭ 裏 のおばはんの歪借 りて,名 ぼか りの宿替では ござ りますが,畳 も敷 き,障

子 の目張 りまで済 ませ ます と,な にや ら人の家 らしう見えますの も,思 へば不

思議 で ござ ります。(お はん80ペ ージ)

⑮ 「ほんまよオ。 あの籠持 った姿は,な ん とも云えんのオ」(紀 ノ川84ペ ー

ジ)

⑯ 「ふ ん,見iる,見 える」(紀 ノ川20ペ ージ)

⑰ 「(略)ボ,僕,『 東京ハ ンズ』が好 きで,よ う行 きますか ら,要 る もんあ
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った ら買 うて きます」(ベ ッドの思惑251ペ ージ)

⑱(… … こんなん,違 う,話 が違 う)(ベ ッドの思惑161ペ ージ)

⑪の 「轂挙」の場合を例にして,方 言の並列表記が採用される表記過程を示すと次

の よ うにな ろうか。

〈1>表 記 したい語 は/セ ンソー/の 方言/セ ン ソ/で あ る。

↓

〈2>/セ ンソ/の 表記形式 としては 「せんそ」,「セ ンソ」,「戦争」が考 え ら

れ る。

↓
"
〈3>「 せんそ」を採用す る と,前 の文節 との切れ 目が分か りにくくなって読

みづ らい。

↓

〈4>「 センソ」を採用す ると,前 の文 節 との切れ 目も分か ってよい。

↓

〈5>と ころが,「 センソ」だけでは,そ の意味が分か りに くい。

↓

〈6>し たが って,並 列表記 「戦争」を採用す る。(並 列表記を採用 したため,

仮名表記部分は片仮名表記 にする必要 がな くな り平仮名表記 とす る。)

⑪～⑬ に見 られ る方言の語形 は,標 準語 の語形 と比 べる と長音節が短音節化 した り

(/seNsoV'/→/seNso/)逆 に短音節が長音 節化 した り(/te/→/teV'/),母 音が交替

した り(/mieru/→/meeru/)し た もので あるので,比 較 的容易 に その標準語 の語形

と対応 させ る ことが できる。そのた め,並 列表記を行 うに際 して も標 準語 を表記 する

のに用 い られ る漢字表記を そのまま用い るこ とが できるのであ る。

では,/ダ チ/,/サ テ ン/,/ジ ョウジ/,/ジ ュ ク/,/バ イ/や/シ ャブ/,/グ ル/,

/ス ケ/,/ベ ベ/な どの隠語 ・俗語 の類 は どのよ うに表記すれぼ よいのであろ うか。

方 言の表記 の場 合 と同様,仮 名 表記 のみでは,そ の意味が分か りに くい とい う問題が

あ る。そ こで適当 な漢字表記を考えなけれ ぼな らないのであるが,⑪ ～⑱ に見 えるよ

うな語 とは違 って,そ の漢字表記がす ぐに思いっかない ものが多い。 これ が,こ の種

の語を表記す る際の問題点であ る。
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⑲ 「十八歳の時だ ったかな,同 じクラブに勤 める友達か ら 『気 持 ち 良 く な る

よ』 って,シ ャブ(覚 醒剤)を 分けて もらったのは。(略)」(極 道の妻たち

124ペ ージ)

⑳ 「ジ ョウジ(吉 祥寺)の 喫茶店 よ。スナ ックまわ って るうちに,悪 乗 りしち

ゃって,こ んな所 まで従い て来 ちゃった」(人 間の証明61ペ ージ)

⑳ 吉祥寺や新宿 のサ テンでたむ ろしていた仲間た ちが恋 しい。(人 間の証明

369ペ ージ)

⑫ 飯野三郎 は,四 十歳を少 し越 えた テキ屋で,少 年の頃か ら商 品販売一筋 にや

って来 た男 です。(塀 の中 の懲 りない面k221ペ ージ)

⑳ その昭和五十年 当時は,私 は覚醒剤をや って いましたか ら,(略)(極 道 の

恩返 し96ペ ージ)

⑭ だか らこそ,共 謀者の競馬サ ークルの手 口を見抜いて,(略)(極 道の恩返

し226ペ ージ)

雹 「ヤ ロー!そ の女,渡 せ イ!」(極 道の妻た ち34ペ ージ)

⑳(略)え え着物 こさへた り,そ りや金持に なる積 りやけになア。(略)(お

はん52ペ ージ)

⑲～⑳ の/ダ チ/,/サ テン/,/ジ ョウジ/,/ジ ュク/,/パ イ/と い った語 はいずれ も

略語 であるか ら,例 えば,/ダ チ/を 漢字表記す るな らば,そ の もとにな る語/ト モ

ダチ/の 漢字表記形 「友達」の後項 「達 」を用 いる ことも考 え られ な くはない。並列

表記 だ と 「達」,「茶店」,「祥寺」,「宿」,「売 」 とい うことになろ う。 しか し,こ れで

は仮名表記部分が単 に漢字表記部分の音形を指定 してい ることにな って しまう。/ダ

チ/や/サ テ ン/や/・ ミイ/の 意味を指定す るには,「 達」,「茶店」,厂売 」では不十

分 であ って 「友達」,「喫茶店」,「商品販売」 とい った もとになる語 の漢字表記が必要

になるのである。固有名詞であ る/ジ ゥウジ/や/ジ ュク/に っ いて も同様 の ことが

言 える。23～ ⑳ の/シ ャブ/,/グ ル/,/ス ケ/,/ベ ベ/は,そ の意味を,そ れ ぞれ の

語 に意味 の上 で共通す る別語の漢字表記(「 覚醒剤」,「共謀者」,「女」,厂 着物」)で

もって指定 してい る。

⑪～⑱ に見 られ る方言,⑲ ～⑳の隠語 ・俗語の類 の並 列表記 は,前 節 で とりあげた

同表記別語 の並列表記 とは違 って,漢 字表記部分が仮名表記 され ている語の意味注釈
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の手段 として用 い られ てい ると考 えることがで きる。 このよ うに考 える と,⑳ の 「ジ

ョウジ(吉 祥寺)」や⑲ の 厂シ ャブ(覚 醒剤)」 の ような割 り漢字付 き(直 列)表 記形

式 と⑳ の 「吉祥寺 」,⑳ の 「覚醒剤」 といった並列表記 とはその機能を等 しくし て い

ることに なる。同表記 別語 の並列表記 におい ては,仮 名表記部分が漢字表記部分の語

形を注 釈す るためにあ り,方 言,隠 語 ・俗語 の類 の並列表記では,漢 字表記部分が仮

名表記部分の意味を注釈す るためにある と対比的 に とらえるこ とがで きる。

4.多 義 語 の 並 列 表 記

本稿第1節 に示 した③の 「お縁談」は/オ ハナ シ/と い う語の この文脈 におけ る意

味を特定化す るものであ った。本節 では このタイ プの ものを とりあげ る。/ア ラワ レ

ル/,/タ スケル/,/ツ クル/,/ツ ケル/,/ハ イル/,/ヨ ブ/な どの動詞や/イ イ/ジ/

タカイ/と いった形容詞,/ウ デ/,/テ/,/ヒ ル/,/ミ チ/,/メ/,/フ トコ ロ/,/ヤ

マ/な どの名詞 は,ど の よ うに並 列表記 されてい るのであろ うか。

⑳ 外国人 の犯罪は,比 較的露われやすい。(人 間の証 明42ペ ージ)

⑳ で も,ジ ョニーが そぼ にいては,い つかは私の過去 が露 われ て しま う。(人

間 の証 明441ペ ージ)

⑳ 「(略)そ して私 には,お まえが どん な トラブルの中にあ って も救 けて や れ

る力が あるんだ」(野 性の証明357ペ ージ)

⑳ 「旦那,救 け 出す んなら早いほ うがい いよ。(略)」(太 陽 黒 点268ペ ー

ジ)

⑳ 「(略)い くら顔を化粧 って て も,俺 にゃ白粉下の役者 の地 顔が,髭 や 皺 ま

で綺麗 に見えるんだ」(写 楽 まぼ ろ し304ペ ージ)

⑫ 「嫂 さん,私 にまで虚偽 らんか てよろ しいわ。(略)」(華 岡青洲の妻192

ペ ージ)

⑳ 道路 ぎわに焼 け焦 げた車 の残骸が あ った。外か ら来た者が駐車 してい る間 に

火を放 け られて焼 かれて しま ったのだ。(人 間の証明122ペ ージ)

⑳ 石原はみ なの視線 と興 味を集めた ところで煙草 を点け た。(新 幹線殺人事件

164ペ ー ジ)

⑳ 「考 えてみれぼ,む ささび小僧 は,昨 年六月十八 日未 明平川 の部屋 に侵入 っ
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て以後,犯 行 していません。(略)」(太 陽黒点311ペ ージ)

⑳ 森戸は闇の中でほ くそ笑 んだ。 これ な ら簡単 に中に侵れ る。(人 間 の証明

339ペ ージ)

⑰ タクシー仲 間で 「一東二 中」 と称 ぶ東名高速 および東海道筋 と,中 央高速経

由の八王子方面 の上客 ベス ト2に あたれば,今 日の ノルマは軽 く達成 できる。

(新 ・人 間の証 明(上)5ペ ージ)

⑯ 昭和十九年十二 月二十二 日の夜,森 永 は,奥 山の 官舎 に 夕食 に招ぼれた。

(新 ・人 間の証明(下)104ペ ージ)

⑳ 目ざめてみれぼ気分 あや しく,病 気 にな った りするので,こ れ は,吉 い知 ら

せでは ない,(略)(新 源氏物語(中)247ペ ージ)

⑳ 筋馬券で稼 ぐとい うメ リッ トがあ るか らこそ,調 教 師に 勧 め られ るま ま に

高価 い馬を買 うのです。(極 道の恩返 し204ペ ージ)

@平 吉 は,写 楽の特異な画技に驚嘆 した。(写 楽 まぼろ し300ペ ージ)

⑫ 「(略)ど なた も浮世絵 の古い技法 を使 っておいでだ」(東京新 大橋雨中図71

ペ ージ)

⑬ なっか しい,け だかいお筆蹟。(新 源氏物 語(上)288ペ ージ)

⑭ 私 はその女の家に寢 とま りして,こ こへは晝食 の辨當を もっ て通 うてゐるの

でござ ります。(お はん5ペ ージ)

㊥ あけ の日は嘘みたや うに晴れた 日で ござ りま してなア,途 中で土産 の外郎買

うた りしまして なア,(略)(お はん89ペ ージ)

⑯ 「信八 はね,た しかに眼力は持 ってい るが,惜 しいかな,腕 は二 流 で す。

(略)」(東 京新大橋雨中図124ペ ージ)

@今 やお上 と官は,自 分達の懐中を肥 やすためにはな りふ り構 わず,な んで も

します。(極 道の恩返 し240ペ ージ)

⑱ 「横渡 さん,こ の事件 どうお もい ます?」(人 間の証明223ペ ージ)

動詞/ハ イル/の 場合を例 として 厂侵入 る」 または 「侵 る」が採用 され た表記過程

を考 えてみ よ う。

〈1>表 記 したい語は/ハ イル/で ある。

↓
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〈2>こ の文脈 での/ハ イル/の 意味 は 「他人 のテ リトリーの中 に不法 に移動

す る」 とい う意味で ある。

↓

〈3>そ のよ うな意味を読み手 に伝 えるには,一 般的 ・標準的 表 記 形 式 「入

る」では不 十分 である。

i

〈4>そ の ような意 味を もっ語 として 「侵 入」が ある。

↓

〈5>「 侵入」を/ハ イル/の 意味 を注釈 す るために利用す る。

↓

〈6>し たが って,「 侵入 る」 と表 記す る。

↓

〈7>「 侵入 る」で もよいが,/ハ イル/の 一般的 ・標準的表記形 式 で あ る

「入 る」 と共通す る漢字 「入」 は除外 したい。

↓

〈8>よ って,「 侵 る」 と表記す る。

このタ イプの並列表記 において,注 釈 され る多義語 と注釈す る ものとに着 目す ると,

前者は語種が和語であ り後者は語種 が字音語(も しくは字音形態素)で あることが分

か る。字音語は和語に比べてその意味が外延 において小さいた め,和 語 の意味を注釈

す るのに用い られ るので ある。 字音語 が注釈 のために 用 い られ る こ と(「侵入 る」,

「化粧 る」,「 高価い」,「 事件」な ど)も あれ ば,字 音形態素 が 用 い ら れ る こ と

(「侵 る」,「 招ぶ」,「 吉い」な ど)も ある。

この タイプの並列表記が複数の表記主体 に よって広 く用い られ,や が て い わ ゆ る

「ル ビ」の部分が な くて も受け容れ られ るよ うに なれば,っ ま り個人的 ・臨時的 ・一

時的 なものか らよ り安定化 し固定化 して市民権を得た もの と なれ ぼ,「 熟 字 訓」や

「異字同訓」 の数が増 えることにな る。 これは 日本語 の表記法 の将来 に とって大 きな

問題であ る。

5.複 合 語 の並 列 表 記

複合語(動 詞連用形か らの転成名詞 も含む)の 並列表記において も,多 義語 の並列



語 の漢字仮名並 列表記は有用 か29

表 記の場合 と同様 に字音語 や字音形態素が注釈のために用 い られ る。

⑲ 「そ うか,す まんな。な にせ,こ の小店 の型益 で一家七人 が食 っている もん

だか ら,そ れで精い っぱい なのだ」(東 京新 大橋 雨中図108ペ ージ)

㊥(略)姐 さんは私のた めに剋宣 を披露 して くれたのだ。(極 道の妻たち116

ペ ージ)

⑪ その拍子 に袖 口が め くれて,二 の腕の剋壹 が ちら りと見 えた。(東 京新大橋

雨 中図43ペ ージ)

⑫(略)工 場 の往 き と復 りに毎 日二度,(略)(塀 の中の懲 りない 面k194

ペ ージ)

㊥(略)あ ま り自分 の素性や稼業 を喋 らず に黙 ってい る と,(略)(塀 の中の

懲 りない面h146ペ ージ)

⑭ 「(略)洗 滌 と漂 白を ワンタ ッチで出来 る洗剤を 開発 して 発売 した ところ,

漂 白が斑 な汚点 になる欠 陥が出て来,(略)」(華 麗 なる一族(中)428ペ ー

ジ)

㊥(略)そ の頃 は競馬 とは真面 目な御交際だ ったのです。(極 道の恩返 し51

ページ)

/ア ガ リ/を 「上が り」 と表記す るの と 「利益」 と表 記す るの とでは,確 かに語義

の特定 ・明示 とい う点 にお いては並列表記 の方が適 してい る。 「彫 り物 」 と 「刺青」,

厂入れ墨」 と 「刺青」,「 帰 り」 と 「復 り」,「 凌 ぎ」 と 「稼 業」,「染 み」 と 「汚点」,

「付 き合い」 と 「交際」のいずれ において も同様 の ことが言える。 しか し,特 定 の文

脈 における語義を特定 ・明示す るのに適 した漢字表記を選 べぼ選 ぶほ ど,複 合語 の語

構 造が分析的に とらえに くくなる ことも否 めない。事実/タ ガヘス/の 表記形 として

「田がへす」や 「田返 す」 よ りも 「耕す」が固定 し市民権を得たため に/タ ガヘス/

の構 造が分析的 に とらえに くくなった とい う例が ある。

6.並 列 表 記 と語 彙 教 育

以上,第2節 か ら第5節 にわた って語 の並列表記の種k相 を見 てきた。本節では本

稿 のむすび として並列表記 の語彙教育上 の意義や問題点を述べ るこ とにす る。

昭和13年(1938年)12月 に出版 され た 『ふ りが な廃止論 とその批判』(白 水社編)
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において橋 本進吉博士は,ふ りがなの効用 として次 の点を指摘 された(同 書415ペ ー

ジ～416ペ ージ)。

一
、漢 字に種々の よみ方 のあるのを,い か に讀 むべ きかを 明示 して,著 者の欲す

る通 りに讀者に讀 ませ る。 皀卩ち,著 者 の言葉 を最正確 に傳へ る方法で ある。

一
、通讀を容易 ならしめ る。(ふ りが なのある方 が早 く讀 める事は,心 理學の實

驗で証明せ られた と記憶 する。)

一、同一の漢字を人に よつて色kに よんで言語 が不統一 になるのを妨 ぐ。

一、知 らない もの に漢字の よみ方 を知 らせ,又,言 葉 を どんな漢字 で書 くべ きか

を敏へ る。

これは,ふ りが なの教育的意義にっいて早 い時期 に述べ られ た傾聴すべ き見解 である。

同表記別語の並列表記は,外 国人が 日本語 の語彙 を習得 してい くためにな くてはな

らぬ ものであ る。 もっとも日本語を母語 とす る者 に とって も必要 な場合 のあるこ とは,

第2節 で見た通 りで ある。同表記別語 に関 しては,ぜ ひ とも並列表記を採用す べ きで

あると考 える。

「戦争」,「 名」 などの ような,音 節 の長短 にかかわる並列表記 は,日 本人が読み

手で ある場 合は方言 の語形が明示 され ている とい うことで効果的 であろ う。 しか し,

外国人に対 してはそれが方言の語 形であ って標準的 な語形 ではないこ とを必ず知 らせ

ておかな くては なるまい。長音 ・短音 の区別を苦手 とす る者が多 いか らで ある。

同表記別語,方 言,隠 語の類 の表記 には並列表記 か,割 り仮名 または割 り漢字付 き

の表記が有 用であ ると考 えられる。

では,多 義語,複 合語の並列表記は どうであろ うか。 日本語を学習中 の外国人 に と

っては有害であ ろう。 この タイプの並 列表記 は語 の一般的 ・標準的 な表記を熟知 して

い る者に対 して用い られて こそ,は じめて表記主体 の狙 う表記効果が あが る もので あ

るか ら。

語彙を習得す るには,こ とに外国語 の場合,「 語 の意味的 な有契性」3)や 「語 の 形

態 的 な有契性」4}を利用で きることが望ま しい。 多義語を個kの 文脈 に即 して書 き分

けてい くことは,語 の意味的 な有契性 を弱めてい くか断ち切 ってい くこ とにな りかね

ない。特に和 語の習得 にあた っては,そ の多義性 を学ぶ とともに,各 意味に共通 した

意 味,文 脈に依存せぬ意味を学ぶ ことが肝要 であ る。 したが って,多 義 語を漢字で書
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き分け ることは,多 義語の理想的な教育の妨 げにな ると考 え る。 また,複 合語 を習得

す る場合 に,そ の語の構成要素の意味が分か り,か っ構成 要素間の意味 関係が明 らか

で あれば,そ れが その語の意味を理解す る助け ともな り,そ の語 を記憶 す る支え とも

なる。例 えば/ホ リモノ/を 「刺青」 と表記す るよ り 「彫 り物 」 と表記 した方が,こ

の語 の形態的 な有契性 を とらえるのに適 している。動詞/ア ガル/の 連用形か ら転成

した名 詞/ア ガ リ/に して も 「利益」 と表記す るよ りは 「上が り」 と した方が/ア ガ

ル/と/ア ガ リ/の 間の意味的 な有契性 ・形態的 な有契性を とらえやす いのでは ない

だ ろうか。

7.お わ り に

等 しく語 の並列表記 とよべ るもので あって も,表 記 され る語 の性格 によってその種

類を い くっか に分類す るこ とがで きる。本稿ではすべての種類 の並列表 記を とりあげ

たわ けではないが,そ の主 な ものを対象 としてそれ らを言わば 「直列表 記 予 備 群 」

(または 「直列表記予備軍」)と して とらえ,語 彙教育 とのかかわ りにおいて,そ の

有用性 にっいての私見を述 べた。並列表記 のタイプによって,ま た並列表記を何 との

かかわ りにおいて見 るかによ って も,有 用 ・無用 の評価が変わ って くるで あろう。

今後,日 本語 の表記法 にっ いて,特 に漢字使用の是非 ・功罪 にっい て論議をす る場

合 には,本 稿 で試 みた ように,日 本語 ので きる外国人や 日本語を学習 中の外国人の こ

とを も考慮に入れっっ,一 見特殊 と見 なされが ちな表記形式 に も目を 向け て,そ れ ら

が用い られ る或いは用い られ ざ るを得 ない理 由を も考究 してい くべ きである と考 える。

注

1)参 考文献2を 参照の こと。

2)参 考文献7の44ペ ージ。

3)池 上嘉彦(1975)r意 味論一意味構造の分析 と記述一』(大 修館書店)に は,

「これ はある語 のある意味 は同 じ語の他の意味 と意味上何 らかの関連性があ ると

い うことである。 た とえば,「 あ し」や1egと い う語 の有す る 〈机(な ど)の

あ し〉 とい う意味 はそれ らの語 の もっ他の意味,〈 人(な ど)の あし〉 とい う意

味 と位置的,機 能的 にある種 の類似性が ある。 っ ま り,そ れ らの語が 〈机(な

ど)の あ し〉 の意味を有 してい るのは全 くいわれの ない ことでは ないのであ る。」

(226ペ ージ)と い う説 明が ある。
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4)池 上嘉 彦(1975)に は,「 これ は派生語,複 合語 の場合 に見 られ る もので,語

全体 の意 味が語 の構成す る部分 の意味 によって規定 され ている とい うことである。

た とえば 「本箱」 とかbookcaseの ような語では語全体 の意味 はそれ ぞれ の構成

部分(「 本」 と 「箱」,bookとcase)の 意味に よって規定 され ている面が大 きく,

その意味 でそれ ぞれ の語が全体 として 〈本を しま う箱〉 とい う意味を有 している

のはいわれのない ことではない とい うわけ である。」(226ペ ージ)と い う説 明が

あ る。

〈参 考 文 献>

1.岩 淵 匡(1989)「 振 り仮名の役割」『講座 日本語 と日本語教育 第9巻 日

本語 の文 字 ・表記(下)』 明治書院

2.大 島中正(1989)「 表記主体 の表記 目的か ら見 た漢字仮名並列表記形式一 い

わゆる振 り仮 名付 き表記形式 をめ ぐって一 」r同 志社女子大学学術研究年報』

第40巻IV

3.加 藤 彰彦(1989)「 振 り仮名 の問題」 『漢字講座=11漢 字 と国語問題』明治

書院

4.京 極興 一(1981)「 振 り仮名表記 にっ いて」 『信 州大学教育学部紀要』44

5.佐 竹秀 雄(1980)「 表記行動 のモデル と表記意識」r電 子計算機 による国語研

究X』 国立 国語研 究所 報告67秀 英 出版

6.進 藤 咲子(1982)「 ふ りがなの機能 と変遷」 『講座 日本語学6現 代表 記

との史 的対照』 明治書 院

7.玉 村 文郎(1983)「 『懸文字』 のこ と一 文字 による 重層的表現 の 考察一 」

r同志社 国語 学論 集』和泉 書院

8.西 尾 寅弥(1986)「 語の有縁性 にっいて」r松 村 明教授古稀記念国 語 研 究 論

集』 明治書院

9.細 川英 雄(1989)厂 振 り仮 名一 近代 を中心 に一 」 『漢字講座=・4漢 字 と

仮名』 明治書院

〈用例の出典〉

安部譲二 『塀 の中の懲 りない面k』 文春文庫(1989)

『極道 の恩返 し』文春文庫(1989)

有吉佐和子 『紀 ノ川』新潮文庫(1964)

『華岡青洲 の妻』新潮文庫(1970)

『三婆』新潮文庫(1977)

家 田荘子 『極道 の妻た ち』文春文庫(1989)
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宇野千代rお はん』 新潮文 庫(1965)

城生佰太郎 『新訂版 当節お もしろ言語学』講談社(1989)

杉本章子r写 楽 まぼ ろし』新人物往来社(1983)

『東京新大橋雨 中図』新人物往来社(1988)

『名主 の裔』文芸春秋(1989)

田辺聖子 『新 源氏物語(上)(中)(下)』 新潮文庫(1984)

『ベ ッ ドの思惑』集英社文庫(1989)

森 村誠一r新 幹線殺人事 件』 角川文 庫(1977)

『人間 の証明』角川文庫(1977)

r野性 の証 明』角川文庫(1978)

r新 ・人 間の証 明(上)(下)』 角川文庫(1985)

『太陽黒点』角川文庫(1988)

山崎豊子(1980)『 華麗な る一族(上)(中)(下)』 新潮文庫(1980)

(本学専任講師)
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